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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
矛
盾
す
る
容
量
市
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

す
べ
て
の
電
気
事
業
者
に
加
入
義
務
の
あ
る
経
済
産
業
省
の
認
可
法
人
「
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
（
以
後
、
「
Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｏ
」
）
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
十
四
日
に
、
二
〇
二
四
年
度
分
の
容
量
市
場
メ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
約
定
結
果
を
発
表
し

た
。 

 

約
定
総
容
量
（
全
国
）
は
一
億
六
千
七
百
六
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
ｋ
Ｗ
）
で
、
約
定
価
格
は
一
ｋ
Ｗ
あ
た
り
一
万
四
千
百

三
十
七
円
、
総
額
は
約
一
兆
六
千
億
円
で
、
落
札
し
た
応
札
者
は
四
年
後
の
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
翌
十
月
二
十
六
日
の
所
信
表
明
演
説
で
菅
義
偉
首
相
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
宣

言
し
た
が
、
こ
の
応
札
と
落
札
結
果
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
矛
盾
す
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
が
進
め
る
「
容
量
市
場
」
は
、
発
送
電
分
離
が
進
ん
で
き
た
米
国
お
よ
び
欧
州
な
ど
で
、
安
定
供
給
の
た
め

の
予
備
力
を
維
持
・
新
設
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
て
き
た
仕
組
み
で
あ
る
「
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
一
類
型
で
あ
る
。 

 
 

そ
も
そ
も
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
要
で
あ
る
と
し
て
、
発
電
量
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
を
取
引
す
る
市
場
（
以
後
、
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
み
市
場
」
）
を
中
心
に
対
応
し
て
い
る
米
国
テ
キ
サ
ス
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
の
例
も
あ
る
。 

 

１ 

政
府
は
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
市
場
で
対
応
す
る
利
点
と
欠
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る



 

２ 

 

か
。 

 

２ 
政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
市
場
に
よ
る
対
応
と
容
量
市
場
導
入
と
の
比
較
検
討
は
行
っ
た
の
か
。
行
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 

容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
す
る
場
合
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
仕
組
み
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
容
量

市
場
よ
り
も
経
済
合
理
的
か
つ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
有
利
と
い
う
理
由
か
ら
、
緊
急
時
の
た
め
の
予
備
的
な
発

電
施
設
の
容
量
を
、
最
大
需
要
の
五
％
を
上
限
に
戦
略
的
に
確
保
し
て
、
通
常
は
稼
働
を
停
止
し
て
お
く
仕
組
み
を
導
入
し

た
例
も
あ
る
。 

 

１ 

日
本
の
電
力
市
場
に
は
特
異
性
が
あ
り
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
が
分
社
化
さ
れ
た
が
、
い
わ
ば
旧
自
社
内
で
発
電
と
小

売
り
が
取
引
を
し
、
そ
れ
が
電
力
供
給
の
八
割
超
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
特
異
性
に
鑑
み
る
と
、
ほ
ぼ
最
大
需
要
の
発
電

施
設
容
量
を
対
象
に
す
る
集
中
型
の
容
量
市
場
は
公
平
性
を
欠
い
て
い
る
た
め
適
切
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

政
府
は
、
ド
イ
ツ
型
の
戦
略
的
予
備
力
を
導
入
す
る
利
点
と
欠
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
現
行
制
度
と
戦
略
的
予

備
力
と
の
比
較
検
討
は
行
っ
た
の
か
。
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。
行
っ
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 



 

３ 

 

三 

二
〇
二
四
年
度
分
の
約
定
結
果
を
見
る
と
、
応
札
容
量
は
、
石
炭
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
石
油
な
ど
火
力
発
電
所
が
約
七
十
五
％
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
菅
首
相
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
は
絵
に
書
い
た
餅
で
あ
る
。 

 

１ 

脱
炭
素
化
の
動
き
を
鈍
化
さ
せ
る
性
質
が
明
ら
か
と
な
っ
た
容
量
市
場
を
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
見
直
す
と
し
て
も
、

欧
州
連
合
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
炭
素
規
制
基
準
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

政
府
は
、
炭
素
規
制
基
準
を
導
入
す
る
利
点
と
欠
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

四 

容
量
市
場
は
電
気
事
業
法
第
二
十
八
条
の
四
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
が
、
第
二
十
八
条
の
四
十
一
に
基
づ

く
「
業
務
規
程
」
で
定
め
て
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
業
務
規
程
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
政
策

課
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
三
～
四
月
に
意
見
募
集
を
行
っ
た
の
ち
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
総
会
で
の
決
議
、
電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
経
て
、
同
年
七
月
一
日
付
け
で
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
も
の
だ
と
い
う
。 

 

１ 

経
済
産
業
大
臣
の
認
可
は
一
年
半
前
の
も
の
で
あ
り
、
菅
首
相
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
今
、
直
ち
に
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
が
業
務
規
程
で
定
め
る
容
量
市
場
が
、
政
府
方
針
と
矛
盾
し
た
結
果
を
出
し
た
際
に
、
政
府
は
ど
の
よ
う

な
権
限
で
、
何
を
根
拠
に
ど
の
よ
う
に
容
量
市
場
を
統
制
す
る
の
か
。 



 

４ 

 

 
３ 

現
行
制
度
で
は
、
「
容
量
市
場
」
と
い
う
文
言
は
直
接
的
に
は
い
か
な
る
法
令
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
炭
素

規
制
基
準
を
設
け
る
上
で
は
、
容
量
市
場
が
法
令
に
位
置
づ
け
が
な
い
こ
と
は
致
命
的
な
制
度
的
欠
陥
で
は
な
い
か
。 

五 

二
〇
二
四
年
度
分
の
約
定
結
果
を
見
る
と
、
火
力
、
原
子
力
を
含
む
「
安
定
電
源
」
と
区
分
さ
れ
る
電
源
が
九
割
以
上
を

占
め
て
い
る
。
政
府
が
目
指
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
力
電
源
化
の
大
宗
は
、
自
然
変
動
電
源
で
あ
る
太
陽
光
発
電
と
風

力
発
電
で
あ
り
、
長
期
固
定
電
源
で
あ
る
原
発
の
発
電
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
維
持
管
理
費
を
折
り
込
む
こ
と
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
力
電
源
化
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

六 

応
札
容
量
の
う
ち
「
安
定
電
源
」
に
区
分
さ
れ
た
原
子
力
発
電
は
全
国
で
四
・
二
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
原
子
力
発
電
事

業
者
自
ら
が
、
原
子
力
発
電
を
、
将
来
の
電
力
の
安
定
供
給
に
は
寄
与
し
な
い
と
判
断
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

二
〇
二
四
年
度
分
の
約
定
結
果
を
見
る
と
、
応
札
結
果
に
つ
い
て
は
発
電
方
式
別
に
集
計
・
公
表
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

落
札
結
果
に
つ
い
て
は
「
安
定
電
源
」
、
「
変
動
電
源
（
単
独
）
」
、
「
変
動
電
源
（
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
）
」
、
「
発
動
指
令

電
源
」
の
四
区
分
に
ま
と
め
て
し
か
、
集
計
・
公
表
を
行
っ
て
い
な
い
。 

 

１ 

個
別
発
電
所
ご
と
の
情
報
は
、
応
札
結
果
で
も
落
札
結
果
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
公



 

５ 

 

表
の
仕
方
で
は
、
市
場
の
健
全
性
と
公
正
性
が
保
て
な
い
。
最
終
的
に
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
電
力
消
費
者
へ

の
説
明
責
任
の
観
点
か
ら
問
題
で
は
な
い
か
。
事
業
者
名
、
発
電
所
名
、
電
源
種
別
お
よ
び
容
量
等
を
公
表
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
二
〇
二
四
年
度
分
の
約
定
結
果
資
料
で
「
容
量
市
場
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
に
お
い
て
、
市
場

競
争
の
状
況
の
検
証
の
た
め
、
事
業
者
の
経
営
情
報
（
個
別
電
源
の
応
札
価
格
な
ど
）
の
扱
い
や
個
社
情
報
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
に
留
意
し
た
集
計
方
法
を
と
り
つ
つ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
結
果
の
集
計
・
公
表
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
「
個
社
情
報
が
特
定
」
さ
れ
る
こ
と
で
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
不
利
益
が
あ
る
の
か
。
そ
の

不
利
益
は
市
場
の
透
明
性
よ
り
も
尊
重
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

八 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
（
以
後
、
「
省
エ
ネ
」
）
が
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。 

 

１ 

容
量
市
場
の
約
定
総
容
量
（
全
国
）
一
億
六
千
七
百
六
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
ｋ
Ｗ
）
に
つ
い
て
、
政
府
は
省
エ
ネ
の

観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。 

 

２ 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
約
定
総
容
量
の
前
提
と
な
る
電
力
需
要
を
計
算
す
る
際
に
、
「
発
動
指
令
電
源
」
に
区
分
し
た
需
要
側



 

６ 

 

応
答
（
Ｄ
Ｒ
）
以
外
の
省
エ
ネ
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
、
そ
れ
以
上
の
省
エ
ネ
は
な
ぜ
で
き
な
い
と
ど
の
よ
う
に
判
断
し

た
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

３ 

各
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
は
異
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
一
般
送
配
電
事
業
者
に
対
す
る
融
通
指
示
、
発
電
事

業
者
及
び
小
売
電
気
事
業
者
に
対
す
る
発
電
に
関
す
る
指
示
、
地
域
間
連
系
線
の
増
強
工
事
や
運
用
容
量
拡
大
、
蓄
電
池

の
導
入
な
ど
を
、
電
力
需
要
を
精
査
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
の
か
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ

た
い
。 

九 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
安
定
供
給
の
た
め
に
採
用
で
き
る
す
べ
て
の
手
法
等
を
精
査
し
た
後
、
欧
州
連
合
や
イ
ギ

リ
ス
の
よ
う
に
炭
素
規
制
基
準
を
課
し
た
上
で
、
ド
イ
ツ
型
の
戦
略
的
予
備
力
を
参
考
に
、
異
常
気
象
な
ど
緊
急
時
以
外
の

平
時
は
石
炭
火
力
を
停
止
す
る
制
度
と
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

十 

経
産
省
の
「
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会 

電
力
・
ガ
ス
事
業
分
科
会 

電
力
・
ガ
ス
基
本
政
策
小
委
員
会 

電
力
広
域
的

運
営
推
進
機
関
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
第
一
回
（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
九
日
）
資
料
五
に
よ
れ
ば
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ

に
つ
い
て
は
「
組
織
の
決
定
の
多
く
は
理
事
会
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
決
定
権
を
も
つ
理
事
に
は
特
に
中
立
性
が



 

７ 

 

求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
理
事
会
役
員
七
名
の
う
ち
三
名
は
発
電
・
送
電
・
小
売
事
業
者
出
身
理
事
で
、
事
務
局
職
員
百

六
十
六
名
の
う
ち
九
十
八
名
、
約
六
割
も
旧
一
般
電
気
事
業
者
と
電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
の
出
向
者
が
占
め
て
い
る
。 

 

１ 

こ
の
陣
容
は
、
利
益
相
反
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
ず
、
是
正
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
業
務
規
程
を
認
可
し
た
経
済
産
業
大
臣
は
、
旧
一
般
電
力
事
業
者
に
有
利
な
火
力
発
電
の
維
持
更
新
に

大
き
く
寄
与
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
陣
容
お
よ
び
容
量
市
場
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


